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付議事件

◇報告第６号　専決処分の報告（道路管理瑕疵による損害賠償額の決定及び和解）
◇議案第34号　町営住宅駐車場設置管理条例の一部を改正する条例の制定
◇議案第35号　令和７年度菊陽町一般会計補正予算（第１号）
◇議案第36号　工事請負契約の締結（菊陽空港線函渠構造物築造工事（２工区））
◇議案第37号　菊陽町土地開発公社の設立
◇議案第38号　町道路線の認定
◇議案第39号　合志市道路線の廃止に係る承諾
◇議案第40号　合志市道路線の認定に係る承諾
◇報告第７号　令和６年度菊陽町一般会計予算繰越明許費繰越計算書
◇報告第８号　令和６年度菊陽町一般会計予算事故繰越し繰越計算書
◇発議第４号　菊陽町議会会議規則の一部を改正する規則の制定
◇発議第５号　菊陽町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定
◇発議第６号　給食無償化に際し、質・量の確保を担保するための国による十分な予算措置を求める意見書（案）
◇発議第７号　選択的夫婦別姓制度を導入せず、旧姓の通称使用の法制化を求める意見書（案）
◇同意第３号　菊陽町固定資産評価審査委員会委員の選任

令和７年第２回菊陽町議会定例会　６月４日～６月16日

Q

企
業
誘
致
費
で
委
託

料
が
１
億
４
０
４
７
万�

３
０
０
０
円
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
詳
細
は
。

A
現
在
、
可
能
性
調
査
業

務
を
行
い
検
討
し
て
い
る
新

た
な
工
業
団
地
に
係
る
予
算

で
あ
る
。
主
な
委
託
料
の
内

容
は
、
測
量
設
計
や
地
質
調

査
、
交
通
解
析
、
基
本
設
計
、

環
境
影
響
評
価
の
委
託
料
。

Q
原
水
駅
周
辺
の
土
地
区

画
整
理
事
業
に
関
わ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
る

の
か
。

A
世
界
的
な
半
導
体
製
造

企
業
の
進
出
、
そ
の
後
の
土

地
利
用
の
動
向
な
ど
を
踏
ま

え
地
域
の
秩
序
あ
る
整
備
を

す
る
た
め
に
土
地
開
発
公
社

の
設
立
が
必
要
と
判
断
し

た
。

議
案
第
35
号

議
案
第
37
号

■議員の賛否を公開します
〇は賛成　　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　　※報告は採決がないため削除
※議長は議事進行のため賛否表明はしません。
※賛否の分かれた議案のみ掲載しています。（それ以外は原案のとおり可決）

議案番号等
結  

果

表決数 鬼
　
塚

吉
　
村

藤
　
本

馬
　
場

廣
　
瀨

矢
　
野

大
久
保

西
　
本

佐
々
木

中
　
岡

布
　
田

佐
　
藤

甲
　
斐

岩
　
下

上
　
田

小
　
林

坂
　
本賛成 反対

議案第 3 5号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

議案第 3 7号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

発 議 第 ７ 号 可決 10-7 ● 〇 〇 ● 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇
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〈
反
対
討
論
〉

　

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を

導
入
し
て
も
夫
婦
同
姓
を
望

む
方
が
別
姓
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
。
制
度
を
導
入

す
れ
ば
別
姓
を
望
む
方
が
別

姓
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、

望
み
ど
お
り
の
選
択
を
す
る

人
が
増
え
る
の
が
制
度
の
改

正
の
中
身
で
あ
る
。

　

現
在
の
夫
婦
同
姓
を
強
い

る
制
度
の
中
で
、
多
く
の
女

性
が
結
婚
後
に
姓
を
変
え
て

き
た
。
そ
の
た
め
改
姓
に
よ

る
不
利
益
、
不
便
の
多
く
が

女
性
側
に
負
わ
さ
れ
て
き

た
。

　

誰
も
が
、
そ
の
人
ら
し
く

生
き
て
い
け
る
社
会
を
目
指

す
、
法
が
個
人
の
尊
厳
を
傷

つ
け
て
い
れ
ば
国
民
の
合
意

の
上
で
法
整
備
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
よ
っ
て

発
議
第
７
号
に
は
反
対
す

る
。

発
議
第
７
号

付議事件

◇承認第１号　専決処分の承認を求めること（菊陽町税条例の一部を改正する条例）

◇承認第２号　専決処分の承認を求めること（菊陽町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

◇承認第３号　専決処分の承認を求めること（令和６年度菊陽町一般会計補正予算（第８号））

◇承認第４号　専決処分の承認を求めること（令和６年度菊陽町下水道事業会計補正予算（第３号））

◇報告第２号　専決処分の報告（工事請負契約の変更（菊陽空港線堀川函渠築造工事））

◇報告第３号　専決処分の報告（工事請負契約の変更（菊陽第二地区７号街区公園整備工事））

◇報告第４号　専決処分の報告（工事請負契約の変更（菊陽杉並木公園拡張整備水路改築工事））

◇報告第５号　令和６年度菊陽町下水道事業会計予算繰越計算書

◇議案第33号　工事請負契約の締結（菊陽空港線函渠構造物築造工事（１工区））

◇同意第２号　菊陽町固定資産評価員の選任

■議員の賛否を公開します
〇は賛成　　　●は反対　　棄は棄権　　除は除斥　　欠は欠席　　早は早退

結果は、可決・否決・同意・適任・採択・不採択・承認・認定・継続審査　　※報告は採決がないため削除
※議長は議事進行のため賛否表明はしません。
※賛否の分かれた議案のみ掲載しています。（それ以外は原案のとおり可決）

議案番号等
結  

果

表決数 鬼
　
塚

吉
　
村

藤
　
本

馬
　
場

廣
　
瀨

矢
　
野

大
久
保

西
　
本

佐
々
木

中
　
岡

布
　
田

佐
　
藤

甲
　
斐

岩
　
下

上
　
田

小
　
林

坂
　
本賛成 反対

承認第２号 可決 16-1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

令和７年第２回菊陽町議会臨時会　４月21日
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一般質問は会議録に基づき、質問者本人が編集
し、議会広報特別委員会で校正し、掲載してい
ます。

上
うえ

田
だ

  茂
しげ

政
まさ 南方大人足線延伸道路計画は

どう進めていくのか

西
にし

本
もと

  友
とも

春
はる

小学校体育館への空調設備整備事業は

廣
ひろ

瀨
せ

  英
えい

二
じ
菊陽空港線完成後の渋滞緩和はどうなる

吉
よし

村
むら

  恭
きょうすけ

輔
ひばりヶ丘公園の防犯カメラは
どこに設置するのか

大
おお

久
く

保
ぼ

  輝
あきら 外国人または外国資本による

土地取得への規制は

矢
や

野
の

  厚
あつ

子
こ 町長公約の産業地産地消の推進について

甲
か

斐
い

  榮
えい

治
じ 環境保全で住民・行政・企業の
信頼を築けているか

藤
ふじ

本
もと

  昭
あき

文
ふみ 特定公共下水道事業への説明責任は

果たしたか　

馬
ば

場
ば

  
こう

世
せい 南部地区新設道路計画実現に向け、

今後の施策は

佐
さ

々
さ

木
き

理
り

美
み

子
こ 防災会議、防災職員の女性起用を
増やすべき

小
こばやし

林久
く

美
み

子
こ 米価支援として、低所得者に
１万円支援ができないか

鬼
おに

塚
つか

　  洋
よう

道路の異常を早期検知するための対策は

布
ふ

田
た

  　悟
さとる 農地の保全と集落地内開発制度との

整合性は

佐
さ

藤
とう

  竜
たつ

巳
み
さんふれあを有効利用することで売上増へ

…P５

…P６

…P７

…P８

…P９

…P10

…P11

…P12

…P13

…P14

…P15

…P16

…P17

…P18

一般質問町の考えを問う町の考えを問う
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Q　

10
年
、
20
年
後
の
町
の
発
展
を

見
据
え
、
久
保
田
台
地
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
町
づ
く
り
の
構
想
を
描
い

て
い
る
の
か
。
ま
た
事
業
実
施
に
向

け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

A　

ま
ず
は
南
方
大
人
足
線
延
伸
道

路
の
整
備
に
着
手
す
る
。
令
和
10
年

度
の
道
路
事
業
認
可
後
、
道
路
東
側

地
域
に
つ
い
て
農
地
と
の
調
整
を
行

い
、「
工
業
・
流
通
ゾ
ー
ン
」
と
し

て
の
整
備
を
進
め
る
。
単
な
る
物
流

倉
庫
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
一
例
だ

が
、
産
業
発
展
や
人
口
増
加
に
応
じ

た
次
世
代
型
の
物
流
拠
点
の
形
成
を

念
頭
に
、「
町
づ
く
り
型
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
パ
ー
ク
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い

る
。

Q　

町
長
が
め
ざ
す
総
合
運
動
公
園

化
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
用
地
面

積
を
ぎ
り
ぎ
り
で
計
画
す
る
の
で
は

な
く
、駐
車
場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

新
た
な
施
設
や
宿
泊
施
設
の
整
備
な

ど
、
将
来
の
発
展
を
見
据
え
て
計
画

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
周
辺
用
地
の
確
保
を
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
町
の
見
解
は
ど

う
か
。

A　

今
回
新
た
に
作
成
し
た
、
第

７
期
総
合
計
画
に
お
い
て
も
、
菊
陽

杉
並
木
公
園
を
町
の
総
合
公
園
と
位

置
づ
け
、
令
和
８
年
４
月
オ
ー
プ
ン

の
「
く
ま
モ
ン
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
」
も
含
め
、
一
体
的
に
管
理

運
営
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
「
く
ま
モ
ン
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
」
や
、
新
駅
設
置
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
含
め
、
昨
年
９
月
に
、
駅

を
中
心
と
し
た
市
街
地
整
備
の
イ

メ
ー
ジ
パ
ー
ス
を
発
表
し
、
現
在
多

く
の
み
な
さ
ん
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
提
案
や
事
業
に
参
画

し
た
い
と
の
要
望
が
あ
る
。

　

将
来
を
見
据
え
た
計
画
に
す
べ
き

で
あ
り
、
用
地
の
拡
張
を
進
め
る
べ

き
と
の
意
見
に
、
町
と
し
て
も
そ
の

意
見
を
踏
ま
え
、
一
定
の
用
地
の
拡

張
も
念
頭
に
、
今
年
度
当
初
予
算
で

は
、
用
地
拡
張
に
向
け
て
の
不
動
産

鑑
定
な
ど
の
予
算
を
計
上
し
て
い

る
。

Q　

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
を
含

む
、
学
校
生
活
で
の
暑
さ
に
よ
る
体

調
不
良
や
熱
中
症
な
ど
が
心
配
さ
れ

る
が
、
対
策
や
各
機
関
と
の
連
携
は

取
れ
て
い
る
か
。

A　

各
小
中
学
校
の
熱
中
症
対
策
に

つ
い
て
は
、
暑
さ
指
数
を
活
用
し
な

が
ら
、
熱
中
症
を
予
防
す
る
こ
と
を

重
点
に
お
い
て
い
る
。

　

関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

養
護
教
諭
が
学
校
医
と
相
談
で
き
る

環
境
を
整
え
て
お
り
、
緊
急
時
に
は
、

救
急
車
を
呼
び
、
速
や
か
に
医
療
機

関
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

総
合
運
動
公
園
化
に
向
け
た
用

地
の
拡
張
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対

策
に
つ
い
て

南方大人足線延伸道路計画はどう進めていくのか
久保田台地の開発構想を見据えた、最適なルートや道路構造の検討を行う

上
うえ

田
だ

  茂
しげ

政
まさ

 議員

Q

A
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Q　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
生
活
の

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は

避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
体
育
館

等
に
つ
い
て
、
避
難
所
機
能
を
強
化

し
耐
災
害
性
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
避
難
所
と
な
る
全
国
の
学
校
体
育

館
等
へ
の
空
調
整
備
を
加
速
す
る
と

し
て
お
り
、
補
助
率
に
½
で
上
限
額

を
７
，
０
０
０
万
円
と
し
て
期
間
を

令
和
15
年
度
ま
で
と
し
て
い
る
。
小

学
校
の
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
整
備

事
業
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

A　

最
近
の
気
候
変
動
に
伴
い
、
気

温
が
上
が
る
時
期
は
、
空
調
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
児
童
や
教
職
員
、
保
護
者
か
ら

も
、
体
育
館
へ
空
調
設
備
を
早
期
に

設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
強
い
要
望
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早

く
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
で
の
政
策
調
整
会
議
に
お
い

て
、
今
後
の
町
の
財
源
や
町
全
体
予

算
と
教
育

予
算
と
の

バ
ラ
ン
ス

を
考
え
な

が
ら
、
実

施
時
期
を

判
断
す

る
。

Q　

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
は
ど
の
よ
う

に
整
備
す
る
の
か
。

A　

今
後
決
定
さ
れ
る
施
設
の
指
定

管
理
者
に
お
い
て
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
、
屋

外
及
び
屋
内
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
く
ま
モ
ン

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
北
側
の

駐
車
場
を
含
め
、
パ
ー
ク
全
体
で
Ｗ

ｉ

－
Ｆ

ｉ
が
利

用
で
き

る
よ
う

に
計
画

し
て
い

る
。

Q　

熱
中
症
対
策
は
。

A　

救
護
室
を
計
画
し
て
お
り
、
全

て
の
部
屋
に
空
調
設
備
を
設
け
、
休

憩
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
も
計
画
し
て
い

る
。
屋
外
に
は
、
初
心
者
や
中
級
者

が
利
用
す
る
フ
ラ
ッ
ト
エ
リ
ア
内

に
、
雨
天
時
や
猛
暑
日
に
対
応
で
き

る
７
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
大
屋
根

広
場
の
整
備
も
計
画
。
そ
の
ほ
か

に
、
マ
イ
ボ
ト
ル
が
利
用
で
き
る
給

水
ス
ポ
ッ
ト
及
び
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー

な
ど
の
整
備
を
大
屋
根
広
場
付
近
に

検
討
し
て
い
る
。

Q　

長
崎
県
大
村
市
で
は
、
21
校
の

小
・
中
学
校
の
体
育
館
で
、
熱
中
症

対
策
と
避
難
所
機
能
の
強
化
の
た
め

に
、
７
月
に
は
給
水
ス
ポ
ッ
ト
設
置

が
完
了
す
る
。

　
災
害
時
の
避
難
所
と
指
定
さ
れ
て

い
る
体
育
館
へ
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設

置
も
進
め
る
べ
き
と
提
案
す
る
。

A　

令
和
５
年
９
月
議
会
の
一
般
質

問
で
回
答
し
た
と
お
り
、熱
中
症
対
策

と
し
て
学
校
施
設
全
体
の
空
調
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
も
令

和
８
年
度
に
完
了
す
る
予
定
で
、
今

後
は
、
小
学
校
体
育
館
の
空
調
整
備

を
優
先
的
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

Q　

空
調
整
備
が
終
わ
ら
な
け
れ
ば

対
策
は
打
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
空
調
整
備
が
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
は
給
水
ス
ポ
ッ
ト
は
設
置
し
て
い

く
と
考
え
て
い
い
の
か
。

A　

給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
空
調
設
備
整
備
後
の
状
況
や

県
内
の
設
置
状
況
等
を
見
て
い
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Q　

町
営
住
宅
の
入
居
条
件
で
は
、

年
間
所
得
約
１
８
９
万
６
，
０
０
０

円
で
、
令
和
５
年
度
国
民
生
活
基
礎

調
査
の
所
得
に
よ
る
と
、
高
齢
者
世

帯
の
２
０
０
万
円
以
下
の
割
合
は

37
．７
％
母
子
家
庭
の
世
帯
は
24
．

４
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

低
所
得
者
対
策
と
し
て
も
、
中
代
団

地
の
中
で
解
体
す
る
住
宅
の
跡
地

に
、
新
た
な
町
営
住
宅
を
建
設
す
べ

き
と
提
案
す
る
。

A　

現
段
階
で
は
、
新
た
な
町
営
住

宅
の
建
設
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、

今
後
町
全
体

の
町
営
住
宅

の
在
り
方
を

検
討
す
る
中

で
方
向
性
を

示
し
た
い
。

く
ま
モ
ン
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
に
つ
い
て

体
育
館
へ
給
水
ス
ポ
ッ
ト
設
置

を
提
案

新
た
な
町
営
住
宅
建
設
を

Q

A

小学校体育館への空調設備整備事業は
政策調整会議での議論に基づき実施時期を判断する

西
にし

本
もと

  友
とも

春
はる

 議員

○情報発信と収集
　・双方向の情報発信と収集
　・音声コードでの情報発信
〇（仮称）総合子育て支援センター
〇都市計画マスタープラン
　・中部小校区の各ゾーンは
　・農産物加工企業の誘致
〇中代団地の改修計画

その他の質問
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Q　

菊
陽
空
港
線
延
伸
道
路
整
備
事

業
は
、
令
和
８
年
度
完
成
と
な
っ
て

い
る
が
、
完
成
後
の
渋
滞
緩
和(

交

通
量
の
流
れ)

を
ど
の
よ
う
に
想
定

し
て
い
る
の
か
示
せ
。

　
A　

現
在
、
国
道
57
号
か
ら
県
道
大

津
植
木
線
へ
接
続
す
る
南
方
大
人
足

線
に
集
中
し
て
い
る
車
両
が
、
菊
陽

空
港
線
に
分
散
す
る
こ
と
で
、
有
効

な
渋
滞
緩
和
対
策
に
な
る
と
想
定
し

て
い
る
。

Q　

異
次
元
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
と

聞
い
て
い
る
が
、
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
示
せ
。

A　

県
の
事
業
で
、
菊
陽
町
も
連
携

し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
当

初
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
、
令
和

６
年
度
か
ら
用
地
買
収
に
着
手
し
て

い
る
。
今
年
度
は
一
部
工
事
に
着
手

し
、
令
和
10
年
度
完
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

Q　

完
成
後
の
渋
滞
緩
和
を
ど
の
よ

う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

A　

県
道
大
津
植
木
線
の
主
要
交
差

点
と
な
る
、
南
方
大
人
足
線
、
菊
陽

空
港
線
、
合
志
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ア
ク
セ
ス
線
の
一
部
、
３
カ
所
が
立

体
交
差
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、
大
津
植

木
線
の
交
通
容
量
が
大
幅
に
増
加

し
、
車
両
の
分
散
化
や
交
通
の
円
滑

化
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
令
和
10
年

度
末
の
セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
周

辺
の
渋
滞
緩
和
は
大
き
く
進
む
と
想

定
し
て
い
る
。

　

国
に
お
い
て
も
中
九
州
横
断
道
路

の
「
合
志
～
熊
本
」
で
は
、
令
和
５

年
度
に
一
部
工
事
に
着
手
し
、
早
期

完
成
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
周
辺
の
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ま
す
ま
す
強

固
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

Q　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に
伴
う
税
収
増

で
、
恩
恵
を
期
待
さ
れ
る
町
民
は
多

い
。
町
民
に
広
く
還
元
で
き
る
ご
み

袋
の
価
格
を
下
げ
る
こ
と
を
提
案
す

る
。
町
の
考
え
方
を
示
せ
。

A　

本
町
で
は
、
指
定
ご
み
袋
の
価

格
を
下
げ
る
よ
り
も
、
使
用
枚
数
を

減
ら
す
こ
と
に
よ
る
家
計
へ
の
負
担

軽
減
に
繋
が
る
よ
う
、
家
庭
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み
の
減
量
化
に
対
す
る

支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

県
道
大
津
植
木
線
・
西
合
志
線

整
備
事
業
（
多
車
線
化
）

ご
み
袋
の
価
格

ごみ袋価格、２市２町比較
種別

市町

指定ごみ袋（可燃）
大 （45ℓ） 小 （30ℓ） 小 （30ℓ）
10枚入 15枚入 10枚入

菊池市 204円 204円
合志市 200円 150円
大津町 300円 200円
菊陽町 300円 200円

菊陽空港線完成後の渋滞緩和はどうなる
菊陽空港線に分散することで有効な渋滞緩和対策となる

廣
ひろ

瀨
せ

  英
えい

二
じ

 議員

Q

A

大津植木線 長塚団地

原水駅

菊陽空港線延伸道路

TSMC

○ソニーの新工場の社員数
○社員数増加に伴う新たな渋滞の想定
○町内の交差点改良
　・箇所と工事スケジュール
○町内の道路表示

その他の質問
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Q　

ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
で
は
、
数
年

前
よ
り
い
た
ず
ら
、
ゴ
ミ
の
散
乱
等

の
被
害
が
あ
る
と
区
民
か
ら
相
談
が

あ
っ
た
。
本
年
度
の
予
算
で
ク
ラ
ウ

ド
型
防
犯
カ
メ
ラ
の
借
上
げ
料
が
計

上
さ
れ
た
が
、
ど
の
位
置
に
設
置
を

す
る
の
か
。

A　

ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
で
は
、
昨
年

６
月
に
東
屋
周
辺
一
帯
で
ス
プ
レ
ー

の
よ
う
な
も
の
で
落
書
き
さ
れ
る
被

害
が
あ
っ
た
。
ま
た
別
日
に
、
東
屋

周
辺
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
枯
れ
草
が

燃
や
さ
れ
た
状
態
の
残
留
物
が
発
見

さ
れ
た
。
こ
の
被
害
を
受
け
、
原
因

を
検
証
し
た
が
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園

は
豪
雨
時
に
雨
水
を
貯
留
す
る
機
能

を
有
し
て
お
り
、
道
路
よ
り
低
い
位

置
に
あ
る
た
め
、
人
目
に
つ
き
に
く

い
の
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
、
本
年
度
、
夜
間
撮
影
対
応
の
ク

ラ
ウ
ド
型
防
犯
カ
メ
ラ
の
借
上
げ
料

を
計
上
し
た
。
設
置
場
所
に
つ
い
て

は
、
被
害
が
あ
っ
た
東
屋
付
近
を
確

認
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
選
定
し
て

設
置
す
る
。

Q　

ベ
ン
チ
や
遊
具
等
に
劣
化
が
確

認
さ
れ
て
い
る
が
、
改
修
は
行
わ
な

い
の
か
。

A　

町
が
管
理
す
る
都
市
公
園
の
遊

具
等
に
つ
い
て
は
、
都
市
公
園
法
施

行
規
則
に
基
づ
き
年
１
回
の
点
検
を

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
利
用
者

が
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
職
員
が

月
１
回
の
遊
具
点
検
を
併
せ
て
実
施

し
て
い
る
。ひ
ば
り
ヶ
丘
公
園
で
は
、

ブ
ラ
ン
コ
の
境
界
支
柱
柵
に
軽
微
な

腐
食
と
木
製
ベ
ン
チ
に
破
損
を
確
認

し
て
お
り
、
今
年
度
改
修
す
る
。

Q　

防
犯
カ
メ
ラ
と
併
せ
て
、
人
感

セ
ン
サ
ー
付
き
の
ラ
イ
ト
を
設
置
し

た
ら
ど
う
か
。

A　

人
感
セ
ン
サ
ー
付
き
の
ラ
イ
ト

は
、
ク
ラ
ウ
ド
型
防
犯
カ
メ
ラ
と
併

せ
て
、
い
た
ず
ら
を
抑
止
す
る
に
は

有
効
だ
と
考
え
る
が
、
ク
ラ
ウ
ド
型

防
犯
カ
メ
ラ
で
夜
間
撮
影
が
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

Q　
キ
ャ
ロ
ッ
ピ
ー
号
の
無
料
運
行

期
間
に
お
け
る
乗
客
数
は
、
通
常
時

と
比
べ
増
減
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

A　

キ
ャ
ロ
ッ
ピ
ー
号
の
無
料
運
行

は
、
令
和
７
年
１
月
１
日
よ
り
２
月

28
日
の
２
ヶ
月
間
、
試
行
的
に
全
路

線
を
対
象
に
行
っ
た
。
南
武
線
で
は

大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
中
央

循
環
線
で
は
1.6
倍
の
増
加
、
西
部
線

で
は
1.5
倍
の
増
加
と
な
っ
た
。

Q　

無
料
運
行
を
実
施
し
て
、
課
題

や
改
善
点
は
あ
っ
た
か
。

A　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

回
覧
な
ど
複
数
の
媒
体
活
用
し
周
知

し
た
が
、
無
料
運
行
を
知
ら
な
か
っ

た
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

Q　

今
後
、
無
料
運
行
を
実
施
す
る

予
定
は
あ
る
か
。

A　

今
回
の
実
施
が
巡
回
バ
ス
を

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な

り
、
新
規
利
用
者
の
増
加
に
も
繋
が

る
な
ど
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
実
施

し
て
い
き
た
い
。

Q　

昨
年
度
の
利
用
状
況
は
。

A　

昨
年
度
の
利
用
者
数
は
約

３
７
０
０
人
で
、
月
平
均
約
３
１
０

人
。１
台
当
た
り
の
乗
合
率
は
1.2
人
。

Q　

使
い
づ
ら
い
と
良
く
聞
く
が
、

改
善
は
行
う
の
か
。

A　

乗
降
場
所
の
再
設
定
や
運
行
曜

日
の
再
検
討
、
事
前
登
録
方
法
の
簡

素
化
な
ど
具
体
的
な
検
討
を
進
め
、

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
取
り
組
む
。

キ
ャ
ロ
ッ
ピ
ー
号
の
無
料
運
行

期
間
に
つ
い
て

乗
合
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て

Q

A

ひばりヶ丘公園の防犯カメラはどこに設置するのか
東屋付近を確認できるような場所を選定して設置する

吉
よし

村
むら

  恭
きょうすけ

輔 議員

○高齢者の免許証返納
その他の質問
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Q　

町
内
に
お
け
る
外
国
人
ま
た
は

外
国
資
本
に
よ
る
土
地
取
得
の
実
態

に
つ
い
て
、
町
と
し
て
把
握
し
て
い

る
か
。

A　

現
在
日
本
で
は
、
土
地
を
取
得

す
る
際
に
国
籍
に
基
づ
く
制
限
は
な

い
た
め
、
町
内
に
お
け
る
外
国
人
ま

た
は
外
国
資
本
に
よ
る
土
地
取
得
の

実
態
に
つ
い
て
は
、
特
に
把
握
し
て

い
な
い
。

Q　

外
国
人
ま
た
は
外
国
資
本
に
よ

る
土
地
取
得
が
地
域
に
与
え
る
影
響

や
、
必
要
と
さ
れ
る
規
制
・
対
応
の

考
え
に
つ
い
て
、町
の
認
識
を
問
う
。

A　

プ
ラ
ス
の
影
響
と
し
て
経
済
の

活
性
化
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
と
し
て

地
価
上
昇
、
特
に
居
住
実
態
の
な
い

投
機
目
的
で
の
購
入
な
ど
が
心
配
さ

れ
る
。
規
制
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

外
国
人
居
住
者
が
増
加
す
る
中
、

言
葉
や
文
化
の
違
い
に
よ
り
、
不
安

を
感
じ
ら
れ
る
方
も
一
定
数
い
る
と

思
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
解
消
は
重
要
で

あ
り
、
全
て
の
町
民
が
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
多
文
化
共
生
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

Q　

昨
年
度
策
定
さ
れ
た
「
菊
陽

町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に

お
い
て
、
久
保
田
台
地
に
新
た
な
開

発
構
想
の
策
定
に
取
り
組
む
と
あ
る

が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

A　

久
保
田
台
地
の
開
発
構
想
に
つ

い
て
は
、
ま
ず
南
方
大
人
足
線
延
伸

道
路
に
つ
い
て
、
令
和
10
年
度
の
事

業
認
可
を
目
指
す
。
そ
の
後
、
農
地

と
の
調
整
を
行
い
、
道
路
東
側
の
流

通
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
型

の
物
流
拠
点
の
形
成
を
念
頭
に
、
ま

ち
づ
く
り
型
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

パ
ー
ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

Q　

農
業
振
興
の
観
点
か
ら
「
守
る

べ
き
農
地
は
守
る
」
と
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
開
発
を
促
進
す
る

地
域
と
保
全
す
べ
き
農
地
を
ど
の
よ

う
に
区
分
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
基

準
は
。

A　

原
則
と
し
て
、
守
る
べ
き
農
地

は
、
基
盤
整
備
事
業
が
さ
れ
た
農
地

と
し
て
い
る
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
は
、
原
則
を
踏
ま
え
、「
守

る
べ
き
農
地
ゾ
ー
ン
」
を
設
定
し
て

い
る
。

Q　

外
国
人
住
民
の
増
加
に
伴
い
、

町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
声
や
、

生
活
上
の
課
題
・
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例

な
ど
は
あ
る
か
。
ま
た
、
そ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
町
と
し
て

の
今
後
の
課
題
認
識
や
対
応
方
針
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

A　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
意
見
募

集
な
ど
で
質
問
に
直
接
当
て
は
ま
る

よ
う
な
声
、
事
例
は
な
い
。
窓
口
等

に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
し
て
、
ご
み

の
出
し
方
に
関
す
る
も
の
が
数
件
あ

る
。
多
言
語
に
対
応
し
た
看
板
の
設

置
な
ど
、
対
応
を
進
め
て
い
る
。
一

層
周
知
に
努
め
る
。

Q　
町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
地

域
の
調
和
と
多
文
化
共
生
の
バ
ラ
ン

ス
を
図
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の

か
。具
体
的
な
取
り
組
み
や
考
え
は
。

A　

も
う
こ
れ
で
十
分
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
に
取

り
組
ん
で
い
く
。
協
議
を
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。

Q　

本
年
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

「
消
防
団
応
援
の
店
」
制
度
に
つ
い

て
、現
在
の
登
録
店
舗
数
は
。
ま
た
、

現
在
の
登
録
店
舗
数
を
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

A　

令
和
７
年
５
月
末
時
点
で
18
店

舗
等
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

登
録
数
に
つ
い
て
は
、
初
期
の
取

組
と
し
て
一
定
の
成
果
が
あ
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。
さ
ら
に
多
く
の
店

舗
、
事
業
所
に
賛
同
い
た
だ
け
る
よ

う
、
制
度
の
周
知
を
図
る
。

土
地
利
用
と
農
業
保
全
・
農
業

振
興
に
つ
い
て

多
文
化
共
生
に
つ
い
て

消
防
団
応
援
の
店
制
度
に
つ
い

て

Q

A

外国人または外国資本による土地取得への規制は
規制について、町として検討は行っていない

大
おお

久
く

保
ぼ

  輝
あきら

 議員

○住民登録の実態
　・�住民登録をしてい

ない方の実態把握
を、町は行ってい
るか。

その他の質問
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Q　

町
長
公
約
の
産
業
地
産
地
消
推

進
の
方
法
は
。

A　

農
産
物
に
限
ら
ず
、
本
町
の
持

続
的
な
発
展
に
は
、
建
設
業
、
製
造

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
、
幅
広
い
産
業

で
の
地
産
地
消
が
必
要
で
あ
り
、
地

元
の
仕
事
を
町
内
業
者
、
町
内
企
業

へ
発
注
す
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
す

る
。
こ
れ
が
地
域
経
済
の
活
性
化
を

促
進
し
、
雇
用
の
創
出
、
企
業
の
成

長
、
町
全
体
の
競
争
力
の
向
上
、
環

境
負
荷
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。

Q　

町
内
企
業
は
本
社
が
地
元
に
あ

る
か
な
い
か
も
考
え
る
の
か
。

A　

町
内
に
営
業
所
が
あ
れ
ば
町
内

の
企
業
と
い
う
位
置
づ
け
で
考
え
て

い
る
。

Q　

農
業
の
地
産
地
消
と
商
工
業
の

共
同
事
業
は
考
え
な
い
か
。

A　

農
業
の
地
産
地
消
と
商
工
業
の

共
同
事
業
は
、
流
通
に
か
か
る
費
用

や
環
境
負
荷
軽
減
、
新
鮮
な
食
材
の

提
供
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
農
業
、

商
工
業
共
に
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ

る
の
で
、マ
ッ
チ
ン
グ
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
農
産
物
の
加
工
工
場
の
誘

致
に
つ
い
て
は
、
解
決
す
べ
き
課
題

も
多
く
、
現
在
は
積
極
的
な
誘
致
は

考
え
て
い
な
い
。

Q　

地
元
の
野
菜
を
地
元
の
飲
食
店

で
消
費
す
る
た
め
の
農
家
と
飲
食
店

の
交
流
会
は
ど
う
か
。

A　
「
さ
ん
ふ
れ
あ
」
を
中
核
と
し

て
、
飲
食
店
関
係
の
連
携
も
模
索
し

た
い
と
考
え
る
。

Q　

新
た
な
工
業
団
地
に
は
、
ど

の
よ
う
な
企
業
を
誘
致
し
て
い
く
の

か
。

A　

半
導
体
産
業
の
更
な
る
集
積

が
期
待
さ
れ
る
。
今
後
も
、
半
導
体

関
連
産
業
の
集
積
に
取
り
組
む
。
く

ま
も
と
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
推
進
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
計
画
に
合
わ
せ
て
、

県
や
関
係
団
体
と
連
携
を
強
化
し
、

企
業
誘
致
を
進
め
る
。

Q　

く
ま
も
と
サ
イ
エ
ン
ス
パ
―

ク
や
知
の
集
積
を
町
は
考
え
て
い
る

が
、
若
い
人
の
起
業
に
力
を
貸
せ
な

い
か
。

A　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
、
大
学
の
研
究
所
、
企
業
の
研
究

所
、
専
門
学
校
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
や
研
究
者
や
新
し
く
ト
ラ
イ
す

る
人
々
を
関
係
人
口
と
し
て
集
め
る

構
想
を
盛
り
込
ん
で
お
り
、
起
業
家

が
菊
陽
で
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
も
考

え
た
い
。

Q　

通
学
路
の
安
全
に
防
犯
カ
メ

ラ
が
ど
の
く
ら
い
設
置
さ
れ
て
い
る

か
、
把
握
し
て
い
る
か
。

A　

現
在
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

今
後
可
能
な
限
り
学
校
へ
の
情
報
提

供
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Q　

子
ど
も
の
第
三
の
居
場
所
づ
く

り
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A　

社
会
構
造
や
経
済
構
造
の
変
化

で
子
ど
も
や
若
者
が
、
居
場
所
を
持

つ
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
学

校
や
家
庭
以
外
で
、
子
ど
も
や
若
者

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
第
三
の
居
場

所
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
令

和
６
年
の
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴

い
、
児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
が
新

設
さ
れ
た
。
町
は
こ
の
よ
う
な
事
業

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
の
更

な
る
充
実
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

新
た
な
工
業
団
地

若
い
人
の
起
業

子
ど
も
た
ち
を
守
る
体
制

Q

A

町長公約の産業地産地消の推進について
幅広い産業に地産地消を推進し、町内業者、企業に発注することが重要

矢
や

野
の

  厚
あつ

子
こ

 議員

・不審者情報の取り扱い
・子どもの心のケア体制
・不登校の子どもの心のケア体制

その他の質問
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Q　
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
分
解
し
て
再
利

用
可
能
で
あ
る
」
と
の
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
等
の
研
究
チ
ー
ム
の

発
見
を
確
認
し
て
い
る
か
。

A　

従
来
は
高
熱
に
よ
る
焼
却
の
み

だ
っ
た
が
、
同
研
究
チ
ー
ム
が
「
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一
部
を
食
品
添
加
物
に
も

使
わ
れ
る
リ
ン
酸
の
化
合
物
を
使
っ

て
分
解
し
、
フ
ッ
素
を
回
収
す
る
方

法
を
発
見
し
、
環
境
汚
染
の
防
止
や

フ
ッ
素
の
再
利
用
で
資
源
の
有
効
活

用
が
期
待
で
き
る
」
と
い
う
論
文
を

発
表
し
て
い
る
情
報
に
つ
い
て
は
認

識
し
て
い
る
。

　

他
に
も
複
数
の
大
学
や
企
業
、
研

究
チ
ー
ム
が
可
視
光
線
や
紫
外
線
や

薬
品
等
を
利
用
し
、
分
解
・
無
害
化

で
き
る
技
術
を
開
発
し
て
い
る
情
報

に
つ
い
て
も
承
知
し
て
い
る
。

Q　

セ
ミ
コ
ン
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
周
辺

で
は
、
地
下
水
位
が
２
０
３
０
年
に

は
対
23
年
度
比
１
・
12
ｍ
低
下
す
る

と
、
熊
本
県
は
予
測
し
て
い
る
が
、

対
策
を
町
は
把
握
し
て
い
る
か
。

A　

こ
の
地
域
は
毎
年
５
ｍ
～
10

ｍ
の
水
位
の
変
動
が
見
ら
れ
る
地
域

で
あ
り
、
地
下
水
が
枯
渇
す
る
よ
う

な
深
刻
な
事
態
は
想
定
さ
れ
て
い
な

い
。

　

水
循
環
型
営
農
推
進
協
議
会
や
く

ま
も
と
地
下
水
財
団
に
よ
る
涵
養
、

節
水
や
水
の
再
生
利
用
に
よ
る
取
水

量
の
削
減
、
地
下
水
以
外
の
水
源
利

用
、
水
稲
作
付
推
進
協
議
会
や
水
田

湛
水
事
業
な
ど
で
地
下
水
量
の
保
全

に
努
め
る
。

Q　

地
下
水
の
取
水
量
と
工
場
排
水

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

み
な
ら
ず
、
こ
の
地
域
に
展
開
す
る

企
業
全
体
の
状
況
を
把
握
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A　

大
規
模
製
造
業
の
取
水
量
は

県
に
報
告
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い

る
。排
水
量
は
町
が
把
握
し
て
い
る
。

水
質
に
つ
い
て
は
日
量
50
㎥
以
上
の

各
特
定
事
業
所
の
水
質
を
年
４
回
測

定
し
て
お
り
、
排
水
基
準
値
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

Q　

水
等
の
環
境
保
全
で
大
事
な
こ

と
は
住
民
・
行
政
・
企
業
間
に
信
頼

関
係
が
保
た
れ
て
い
る
か
否
か
に
あ

る
が
、
状
況
は
ど
う
か
。

A　

熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
に
基

づ
き
、
取
水
事
業
者
に
お
け
る
涵
養

目
標
が
取
水
量
の
10
割
に
強
化
さ
れ

た
。

　

町
は
白
川
中
流
域
水
稲
作
付
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
企
業
と
農
業
者

の
調
整
役
を
担
っ
て
い
る
。

　

県
は
部
局
横
断
的
に
「
地
下
水
保

全
推
進
本
部
」
を
設
立
し
、
以
下
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

①
地
下
水
位
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
確
認

体
制
の
整
備　

②
地
下
水
位
の
将
来

予
測　

③
営
農
の
み
に
頼
ら
な
い
涵

養
対
策
の
検
討　

④
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
調
査　

⑤
特
定
公
共
下
水
道

整
備
の
推
進　

⑥
規
制
外
物
質
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

こ
の
他
、
地
下
水
に
つ
い
て
の
セ

ミ
ナ
ー
等
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
と

も
信
頼
の
も
と
に
共
生
で
き
る
よ
う

努
力
を
続
け
た
い
。

Q　

特
定
公
共
下
水
道
の
放
流
先
を

県
が
白
川
に
選
定
し
た
理
由
は
何
か
。

A　

日
向
川
、
堀
川
、
白
川
を
環
境

や
治
水
へ
の
影
響
か
ら
比
較
検
討

し
、
影
響
が
最
小
と
な
る
白
川
が
放

流
先
と
し
て
選
定
さ
れ
た
。

Q　

放
流
口
付
近
の
住
民
に
は
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

A　

１
月
に
都
市
計
画
の
素
案
、
５

月
に
事
業
計
画
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
熊
本
市
北
区
の
弓
削
校
区
に
説

明
会
の
案
内
が
回
覧
さ
れ
た
。
説
明

会
開
催
の
要
望
が
あ
っ
た
地
域
に
は

個
別
に
説
明
会
を
開
催
し
て
ゆ
く
意

向
で
あ
る
。

Q　

菊
陽
町
に
位
置
す
る
工
場
の
排

気
に
有
害
物
質
は
含
ま
れ
て
い
な
い

か
。

A　

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
、

大
気
中
に
法
令
等
規
制
物
質
の
影
響

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
分
解
利
用
可
能
か

地
下
水
涵
養
多
方
面
で
実
施

水
の
質
量
は
地
域
全
体
把
握
を

Q

A

環境保全で住民・行政・企業の信頼を築けているか
県・町・企業ともに懸念解消のために様々の取り組みを進めている

甲
か

斐
い

  榮
えい

治
じ

 議員

環
境
保
全
の
基
礎
は
信
頼
関
係

排
水
口
は
流
量
多
い
白
川
に

田植えを終えた水田

特定公共下水道排水口説明会
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Q　

菊
陽
町
と
合
志
市
と
で
県
に

要
望
し
た
特
定
公
共
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
、
県
に
要
望
す
る
前
に
、
町

民
へ
の
事
前
説
明
や
意
識
調
査
等
は

行
っ
た
の
か
。

A　

今
後
、
工
場
排
水
の
増
加
や
既

存
の
下
水
道
施
設
の
能
力
不
足
な
ど

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
セ

ミ
コ
ン
周
辺
に
お
い
て
は
、
新
た
な

下
水
処
理
場
の
整
備
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
本
来
、
菊
陽
町
、

合
志
市
で
整
備
す
べ
き
施
設
で
は
あ

る
が
、
県
主
体
の
事
業
と
す
る
こ
と

を
要
望
し
令
和
５
年
11
月
20
日
に
基

本
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
初
、

要
望
の
段
階
で
は
事
業
の
実
施
見
通

し
も
不
透
明
で
あ
り
、
町
民
へ
の
説

明
は
不
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

Q　

既
存
下
水
道
の
能
力
不
足
と

は
、
北
部
流
域
特
定
公
共
下
水
道
の

こ
と
か
。

A　

能
力
が
不
足
す
る
の
は
、
北
部

流
域
公
共
下
水
道
の
管
及
び
施
設
で

あ
る
。

Q　

管
と
施
設
の
能
力
不
足
と
言
う

が
、
施
設
に
つ
い
て
は
現
在
、
１
日
の

最
大
処
理
能
力
が
９
万
８
，６
５
０

立
米
に
対
し
て
、
１
日
の
最
大
の
配

水
量
が
７
万
２
，０
０
０
立
米
、
し

か
も
処
理
槽
に
つ
い
て
は
新
た
に
10

槽
目
を
増
設
中
で
あ
る
。
10
槽
目
が

完
成
し
た
場
合
の
最
大
処
理
量
は

11
万
５
，０
０
０
立
米
と
な
り
、
熊

本
セ
ミ
コ
ン
特
定
公
共
下
水
場
の
予

定
最
大
処
理
量
の
２
万
３
，０
０
０

立
米
を
プ
ラ
ス
し
て
も
相
当
の
余
裕

が
あ
る
。
そ
れ
で
も
能
力
不
足
が
生

じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
に
も
要
因

が
あ
る
の
か
。

A　

処
理
場
も
そ
う
だ
が
、
既
存
の

道
路
に
埋
設
し
て
あ
る
下
水
道
管
の

容
量
不
足
も
あ
る
。

Q　

そ
も
そ
も
管
の
能
力
が
不
足
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
処
理
層
を
増

や
し
処
理
能
力
を
上
げ
る
意
味
が
あ

る
の
か
。

A　

そ
う
い
う
能
力
不
足
も
あ
る
の

で
、
新
た
に
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
配
管

の
能
力
を
補
う
部
分
も
あ
る
。

Q　

配
管
の
能
力
が
補
わ
れ
る
の
で

あ
れ
ば
、
最
大
処
理
能
力
11
万
５
，

０
０
０
立
米
が
可
能
に
な
り
、
新
し

く
下
水
場
を
作
ら
ず
と
も
既
存
の
施

設
で
処
理
可
能
な
は
ず
、
そ
れ
で
も

新
し
い
施
設
が
必
要
な
の
か
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
今
後
、
熊
本
サ
イ
エ

ン
ス
パ
ー
ク
構
想
も
含
め
半
導
体
企

業
の
集
約
、
集
積
と
い
う
中
で
、
更

な
る
工
場
誘
致
を
見
据
え
、
そ
の
時

に
や
る
の
で
は
な
く
、
大
義
名
分
の

あ
る
今
の
う
ち
に
や
っ
て
お
こ
う
と

い
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

A　

熊
本
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想

の
中
で
、
い
き
な
り
企
業
が
来
て
、

そ
こ
か
ら
処
理
場
を
つ
く
る
の
で
は

間
に
合
わ
な
い
わ
け
で
、
こ
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
余
裕
を

持
っ
て
や
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
町

民
の
皆
様
、
県
民
の
皆
様
の
不
安
の

解
消
に
つ
な
が
る
投
資
だ
と
考
え
、

先
行
し
た
取
組
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
制
度
上
、
県
の
立
場
か
ら
す
れ

ば
、
合
志
と
菊
陽
で
や
っ
て
く
だ
さ

い
と
も
言
え
る
。
そ
の
上
で
、
国
策

と
し
て
取
扱
う
こ
と
で
、
県
と
し
て

も
し
っ
か
り
責
任
を
持
っ
て
国
に
働

き
か
け
、
特
定
公
共
下
水
と
い
う
制

度
を
選
択
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

社
会
資
本
整
備
交
付
金
と
は
別
枠
の

中
で
、
こ
の
処
理
場
に
対
し
て
も
補

助
事
業
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
結
果
と

し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

そ
う
い
っ
た
形
で
、
今
回
、
特
定

公
共
下
水
に
、
新
た
に
取
り
組
ん
だ

と
い
う
こ
と
は
、
私
ど
も
も
し
っ
か

り
町
民
の
皆
様
に
説
明
す
る
責
任
が

あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
改
め
て
理
解

し
た
。
こ
れ
か
ら
先
も
議
会
ま
た
は

町
民
の
皆
様
に
丁
寧
な
説
明
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

A

特定公共下水道事業への説明責任は果たしたか
これからも先も、丁寧な説明を行っていきたい

藤
ふじ

本
もと

  昭
あき

文
ふみ

 議員

〇消防団
　・定数及び充足率は
　・�組織の維持は困難という団員

の声に町はどう対処するのか
〇公費による防犯カメラの設置
〇杉並木公園テニス場
　・開業後の運用実績は
　・�維持管理費の回収について、

具体的な試算を示せ

その他の質問
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Q　

南
部
地
区
新
設
道
路
の
計
画
実

現
に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
な
施
策

を
講
じ
て
い
く
の
か
。

A　

南
部
地
区
新
設
道
路
に
つ
い
て

は
、
昨
年
11
月
か
ら
概
略
設
計
に
着

手
し
て
お
り
、
最
適
な
ル
ー
ト
の
選

定
や
道
路
構
造
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。
県
道
瀬
田
熊
本
線
は
、
本
町
の

南
部
地
区
の
生
活
道
路
や
菊
陽
南
小

学
校
の
通
学
路
と
し
て 

地
域
住
民

と
密
着
し
て
い
る
重
要
な
路
線
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
本
年
２
月

に
、
中
村
県
議
、
福
島
議
長
同
席
の

も
と
、
吉
本
町
長
よ
り
熊
本
県
に
対

し
て
、
改
善
の
要
望
活
動
を
行
い
、

課
題
解
決
に
向
け
て
、
県
と
町
で
連

携
し
て
い
く
こ
と
で
意
見
を
交
わ

し
、
現
在
は
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、

県
と
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

県
道
瀬
田
熊
本
線
の
課
題
解
消

と
、南
小
学
校
区
の
発
展
に
向
け
た
、

南
部
地
区
新
設
道
路
の
実
現
に
向
け

て
、
勉
強
会
を
重
ね
て
い
く
。

Q　

菊
陽
町
の
特
産
品
と
し
て
の
記

念
品
、
土
産
品
の
開
発
に
つ
い
て
。

A　

本
町
で
は
、
に
ん
じ
ん
を
活

用
し
た
商
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。

２
０
１
１
年
度
に
は
人
参
焼
酎
「
酔

紅
」、
２
０
１
９
年
度
に
は
、「
ゴ

ロ
ッ
と
！
に
ん
じ
ん
と
チ
キ
ン
の 

カ
レ
ー
」
を
開
発
、
現
在
も
継
続
し

て
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
。 

　

本
年
２
月
に
は
、
に
ん
じ
ん

ジ
ュ
ー
ス
「
う
まcarrot

」
を
開
発
、

５
月
１
日
か
ら
販
売
開
始
。
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
に

ん
じ
ん
ジ
ュ
ー
ス
「
う
ま carrot
」

を
学
校
給
食
に
提
供
、
食
農
教
育
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　

今
後
も
菊
陽
町
の
特
産
物
を
活
用

し
た
商
品
の
開
発
・
販
売
を
行
い
、

菊
陽
町
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

Q　

食
料
品
の
物
価
高
騰
に
対
し
、

町
独
自
の
給
付
金
等
対
策
の
考
え
は

な
い
か
。

A　

町
で
は
、「
低
所
得
者
世
帯
・

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
」
や
、「
省

エ
ネ
家
電
等
へ
の
買
い
換
え
促
進
に

よ
る
生
活
者
支
援
」
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
事
業
の
実
施
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
全
て
の
世
帯
を
対
象

と
し
た
給
付
金
等
の
支
給
は
、
国
等

で
実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の

と
思
わ
れ
、
町
で
は
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
事
業
の
実
施
に
努
め
る
。

Q　

杉
並
木
公
園
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
新
設
さ
れ
た
が
、
こ
け
ら
落
と
し

と
し
て
、
町
内
大
会
等
の
考
え
は
な

い
か
。

A　

当
初
、
こ
け
ら
落
と
し
と
し

て
、
著
名
な
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

お
迎
え
し
実
施
で
き
な
い
か
検
討
し

た
が
、
日
程
が
合
わ
ず
、
こ
け
ら
落

と
し
の
イ
ベ
ン
ト
は
断
念
し
た
。

　

６
月
８
日
第
76
回
菊
池
郡
市
民
体

育
祭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
が
本
町
で

初
め
て
開
催
さ
れ
、
菊
池
郡
市
２
市

２
町
の
選
手
に
よ
る
白
熱
し
た
競
技

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
利
用
が
見
込
ま
れ
る
。

Q　

給
水
施
設
や
観
覧
席
の
設
置
は

で
き
な
い
か
。

A　

給
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
熱
中

症
対
策
も
含
め
、
利
用
者
の
方
の
利

便
性
の
向
上
と
な
る
よ
う
、
給
水
施

設
を
１
箇
所
整
備
し
て
い
る
。

　

今
後
は
テ
ニ
ス
場
周
辺
に
、
利
用

者
へ
の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、
自

動
販
売
機
等
の
設
置
を
考
え
て
い

る
。

　

観
覧
席
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
テ

ニ
ス
場
の
敷
地
に
お
い
て
、
設
置
す

る
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
状
況
、
観
覧
席

を
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

〇�さんさん公園のトイレを
洋式にできないか
〇�鼻ぐり公園街灯の増設は
できないか

その他の質問

菊
陽
町
特
産
品
・
記
念
品
開
発

の
進
捗
状
況
は

食
料
品
の
物
価
高
騰
に
伴
う
町

独
自
の
対
策
は

Q

A

南部地区新設道路計画実現に向け、今後の施策は
南部地区新設道路は最適なルートの選定、道路の構造を検討

馬
ば

場
ば

  㓛
こう

世
せい

 議員

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
利
活
用
に
つ

い
て
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Q

A

Q　
災
害
が
あ
る
と
障
が
い
あ
る
方

や
妊
婦
な
ど
特
有
の
事
情
が
あ
る
方

が
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
。
防
災
会

議
委
員
、
防
災
課
職
員
の
起
用
を
増

や
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

A　

令
和
７
年
度
の
防
災
会
議
に
向

け
て
、
新
た
に
９
名
の
女
性
委
員
を

委
嘱
し
た
。
全
体
53
名
中
11
名
が
女

性
委
員
と
な
っ
た
。
こ
れ
で
4.1
％
か

ら
20
．７
％
と
な
っ
た
。
更
に
30
％

を
成
果
目
標
と
し
て
い
る
。
防
災
職

員
の
女
性
起
用
に
つ
い
て
は
、
職
員

配
置
計
画
を
行
う
中
で
考
え
て
い

く
。

Q　
高
齢
者
家
庭
へ
の
戸
別
受
信
機

無
償
貸
与
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

A　

75
歳
以
上
の
み
の
世
帯
を
対
象

と
し
て
、
６
月
下
旬
に
対
象
世
帯
に

個
別
の
通
知
を
発
送
。
き
く
よ
う
広

報
に
も
掲
載
。
な
お
、
個
別
受
信
機

の
貸
与
は
今
年
度
限
り
で
は
な
く
次

年
度
以
降
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い

く
。

Q　
対
象
世
帯
、
台
数
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

A　

対
象
の
世
帯
は
通
知
文
の

発
送
は
２
４
０
０
世
帯
、
台
数
は

１
２
０
０
台
で
あ
る
。

Q　
保
育
園
児
童
数
の
推
移
と
今
後

の
推
移
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

A　

町
内
保
育
施
設
へ
の
入
所

児
童
数
の
実
績
は
令
和
5
年
度

が
１
５
６
６
人
、
令
和
６
年
度
が

１
５
０
６
人
、
令
和
７
年
度
が

１
４
６
７
人
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
推
移
は
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
統

計
し
た
結
果
、
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
児
童
数
は
年
々
減
少
し
、
令
和
11

年
度
は
、
１
２
８
６
人
と
予
測
し
て

い
る
。

Q　

待
機
児
童
、
保
留
児
童
は
解
決

し
て
い
る
の
か
。

A　

待
機
児
童
は
本
年
４
月
１
日
現

在
で
は
ゼ
ロ
と
解
決
し
て
い
る
。

　

保
留
児
童
の
数
は
、
令
和
６
年
４

月
62
名
、
令
和
７
年
４
月
28
名
と
い

う
こ
と
で
減
少
し
て
い
る
。

Q　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
小
中
学
校

と
同
様
に
す
ぎ
な
み
教
室
（
適
応
指

導
教
室
）
に
配
置
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

A　

本
年
度
ま
で
は
予
備
機
の
台

数
は
増
え
た
が
、
修
理
と
故
障
の
台

数
が
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
す
ぎ
な
み
教
室
に
配
置
す
る
の

は
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

令
和
８
年
度
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
更
新
時
で
は
、
す
ぎ
な
み
教
室
の

先
生
に
も
配
布
し
て
い
き
た
い
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

無
償
貸
与
を

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
す
ぎ
な
み

教
室
に
配
備
を

現在使われている戸別受信機

すぎなみ教室（中央公民館）

防災会議、防災職員の女性起用を増やすべき
令和７年度は防災会議女性委員を９名委嘱した

佐
さ

々
さ

木
き

  理
り

美
み

子
こ

 議員

避難所の様子
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Q　

物
価
高
対
策
に
つ
い
て
質
問
す

る
。
４
月
か
ら
食
品
が
４
，２
５
５

品
目
値
上
げ
さ
れ
、
電
気
・
ガ
ス
も

支
援
が
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
米
の

価
格
も
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
地

元
の
米
も
以
前
の
価
格
の
倍
で
あ

る
。
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

緊
急
の
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
は
ど
う
か
。

A　

米
価
高
騰
支
援
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
が
米
価
の
引
き
下
げ
の
施

策
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
町
単
独
で

の
１
万
円
の
支
給
は
考
え
て
い
な

い
。

Q　

私
は
、
コ
メ
の
供
給
そ
の
も

の
が
足
り
ず
に
価
格
が
以
前
の
倍
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
町
長
の
見

解
は
ど
う
か
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
税
収
増

に
つ
い
て
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
還

元
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

A　

米
の
価
格
は
、
国
の
施
策
に

よ
っ
て
落
ち
着
く
と
考
え
て
い
る
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
税
収
増
の
還
元
に
つ
い

て
は
、
令
和
８
年
度
以
降
も
、
低
所

得
者
世
帯
を
は
じ
め
高
齢
者
福
祉
、

子
育
て
支
援
を
中
心
に
効
果
的
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Q　

昨
年
の
議
会
で
も
取
り
あ
げ
た

が
、
低
所
得
者
世
帯
の
高
齢
者
に
エ

ア
コ
ン
購
入
費
の
助
成
事
業
が
で
き

な
い
か
。
物
価
高
も
続
き
、
生
活
保

護
で
電
気
代
も
辛
抱
し
て
エ
ア
コ
ン

も
つ
け
な
い
、
エ
ア
コ
ン
が
壊
れ
て

も
修
理
が
で
き
な
い
な
ど
で
、
熱
中

症
に
な
り
病
院
に
運
ば
れ
た
な
ど
の

事
例
も
聞
い
て
い
る
。
体
温
調
節
機

能
が
低
下
し
て
い
る
高
齢
者
の
人
、

ま
た
持
病
が
あ
る
人
に
特
別
な
配
慮

と
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

A　

本
町
で
は
、
全
世
帯
を
対
象
に

省
エ
ネ
家
電
の
助
成
を
過
去
３
回
実

施
し
た
。

Q　

こ
の
省
エ
ネ
家
電
購
入
の
制
度

で
は
、
裕
福
な
人
で
あ
れ
ば
い
く
ら

で
も
申
請
で
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
の
普
及
が
政
策
の
一
つ
の
目
的
で

あ
っ
た
。
生
活
が
厳
し
い
生
活
保
護

の
方
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
状
況
な

ど
、
ぜ
ひ
調
査
し
て
対
応
し
て
ほ
し

い
。
こ
れ
だ
け
猛
暑
の
状
況
で
は
、

調
査
も
必
要
だ
と
提
案
す
る
。

A　

個
別
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
県
の
方
に
も
検
討
す
る
よ
う
協

議
し
て
い
き
た
い
。

Q　

町
で
は
今
年
度
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
個
別
受
信

機
の
配
備
を
進
め
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
個
別
避
難
計
画
の
策
定
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
計

画
は
進
ん
で
い
る
の
か

A　

町
の
避
難
行
動
要
支
援
者
は
、

現
在
２
，５
６
５
人
で
、
避
難
計
画

の
策
定
に
同
意
さ
れ
て
い
る
方
は
、

６
２
０
人
で
計
画
策
定
率
は
88
％
で

あ
る
。
今
後
も
策
定
率
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
町
立

５
カ
所
、
協
定
福
祉
避
難
所
は
４
カ

所
で
あ
る
。

Q　

坪
井
川
の
調
査
地
点
で
、
２
種

類
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
濃
度
が

増
加
し
て
い
る
が
、
町
の
認
識
は
ど

う
か
。

A　

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
会

は
、「
現
時
点
で
は
問
題
な
い
レ
ベ

ル
だ
が
、
今
後
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
必
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お

り
、
町
と
し
て
も
注
視
し
て
い
く
。

・交通渋滞
・通学路の安全対策

その他の質問

Q

A

米価支援として、低所得者に１万円支援ができないか
国が、米価の引き下げの施策を行っているので、町単独では考えていない

小
こばやし

林  久
く

美
み

子
こ

 議員
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Q　

近
年
、
道
路
の
異
常
（
陥
没
、

ひ
び
割
れ
等
）
を
原
因
と
す
る
車
両

事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
県
で
は
本

年
よ
り
、
道
路
の
異
常
を
早
期
検
知

す
る
た
め
に
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
点
検

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
が
、
本

町
の
現
状
と
対
策
は
。

A　

令
和
５
年
度
よ
り
、点
検
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
を
制
定
し
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
町

で
も
、
本
年
よ
り
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
活

用
し
た
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
型
の

点
検
シ
ス
テ
ム
を
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

車
１
台
に
導
入
予
定
で
あ
る
（
年
間

予
算
１
５
０
万
円
）。
こ
れ
に
よ
り
、

人
の
目
視
と
Ａ
Ｉ
で
の
二
重
チ
ェ
ッ

ク
が
可
能
と
な
る
た
め
、
道
路
の
異

常
の
見
落
し
防
止
と
、
迅
速
な
対
応

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Q　

現
状
の
道
路
異
常
通
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
年
間
通
報
件
数
は
。

A　

令
和
６
年
度
は
主
に
穴
ぼ
こ
等

で
73
件
の
通
報
を
受
け
て
い
る
。

Q　

免
許
返
納
が
進
ま
な
い
要
因

は
、
主
に
①
「
ま
だ
（
自
分
は
免
許

返
納
し
な
く
て
も
）
大
丈
夫
」
と
い

う
高
齢
者
の
認
識
と
、
②
「
免
許
が

な
い
と
困
る
」
と
い
う
代
替
手
段
の

不
足
に
あ
る
と
考
え
る
。
本
町
は
５

年
後
の
免
許
返
納
率
を
２
割
強
増
や

す
と
目
標
設
定
し
て
い
る
が
、
具
体

的
な
取
組
み
は
。

A　

返
納
時
に
交
付
す
る
タ
ク

シ
ー
券
の
使
い
勝
手
を
向
上
し
、
返

納
手
続
に
当
た
り
電
子
申
請
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。

Q　

①
に
つ
い
て
、
高
齢
者
に
実
際

の
交
通
事
故
動
画
を
見
せ
て
、
運
転

を
抑
止
す
る
よ
う
働
き
か
け
た
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
相
談
事
業
で
免

許
返
納
に
関
す
る
家
族
か
ら
の
相
談

を
受
け
る
な
ど
対
応
で
き
な
い
か
。

A　

そ
う
し
た
必
要
性
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

Q　

菊
陽
西
小
学
校
に
お
け
る
個
別

登
校
開
始
後
の
現
状
は
。

A　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
交
通
指

導
員
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
児
童
の

安
全
確
保
に
努
め
、
各
地
区
の
挨
拶

運
動
答
弁
の
人
数
を
増
や
し
て
見
守

り
の
強
化
を
行
っ
て
い
る
。
現
場
か

ら
も
、
個
別
登
校
時
に
は
児
童
に
笑

顔
が
見
ら
れ
、
大
き
な
声
で
挨
拶
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
話
も

上
が
っ
て
い
る
。

Q　

ど
う
し
て
も
個
別
登
校
に
不
安

が
あ
る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合

に
ど
う
す
る
の
か
。

A　

登
下
校
は
原
則
、
保
護
者
の
責

任
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
だ
く
が
、

学
校
と
し
て
も
相
談
が
あ
れ
ば
、
個

別
に
で
き
る
限
り
対
応
を
し
て
い

く
。

Q　

直
近
の
見
舞
金
の
支
給
件
数
と

支
給
総
額
は
。

A　

令
和
６
年
度
は
42
件
の
申
請
で

１
５
１
万
円
を
支
給
し
て
い
る
。

Q　

実
際
の
申
請
率
は
10
％
位
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
申
請
率
向

上
の
た
め
に
、
事
故
の
治
療
を
行
う

病
院
や
整
骨
院
へ
も
広
報
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A　

そ
の
点
も
考
え
な
が
ら
、
周
知

の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

○�町の管理する駐車場に設置され
た防犯カメラ
　・カメラ映像の保全状況
　・事故時の町民への開示方法

その他の質問

高
齢
者
の
免
許
返
納
に
つ
い
て

小
学
校
の
個
別
登
校
に
つ
い
て

交
通
災
害
共
済
制
度
に
つ
い
て

イラスト作成：ChatGPT（OpenAI）によるAI生成

Q

A

道路の異常を早期検知するための対策は
AIカメラを導入し、道路の異常の見落し防止と迅速な対応に努めていく

鬼
おに

塚
つか

  　洋
よう

 議員
 高齢者の免許返納の推進を！

高齢者の自動車事故が問題となる中、免許
返納はしたいものの、代替手段がないため、

返納を見合わせる方も少なくありません。

町も、免許返納に際して、タクシー券を交付
するなど、返納の推進に取り組んでいますが、

１回限りの交付であり、その金額や使い勝手に
ついては、十分ではないと考えます。

また、家族が免許返納を希望しても、自己の
能力を過信して、返納を拒む方もおられます。

これに対しては、実際の事故動画を見て、運
転をすることのリスクを再認識してもらう、

免許返納に関する相談窓口を設けるなど、町
において対策することが求められます。
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Q　

集
落
地
内
開
発
制
度
の
推
進
は

緑
地
や
地
下
水
な
ど
の
自
然
環
境
保

全
に
逆
行
す
る
と
思
う
が
、
ど
う
と

ら
え
て
い
る
か
。

A　

集
落
地
内
開
発
制
度
は
既
存
集

落
の
維
持
や
地
域
活
力
の
低
下
防
止

を
目
的
に
都
市
計
画
法
に
定
め
た
県

の
条
例
で
あ
る
。

　

市
街
化
調
整
区
域
内
の
概
ね
50
以

上
の
建
築
物
が
50
ｍ
圏
内
に
連
た
ん

す
る
区
域
で
住
宅
な
ど
の
建
築
を
可

能
と
す
る
制
度
で
あ
り
、
本
町
で
は

こ
れ
ま
で
約
１
５
６
０
棟
が
建
築
さ

れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

開
発
可
能
な
指
定
区
域
が
あ
る
こ

と
で
、
既
存
集
落
の
維
持
や
、
無
秩

序
な
開
発
は
制
限
さ
れ
、
開
発
許
可

基
準
に
よ
り
、
雨
水
処
理
は
地
下
浸

透
桝
の
設
置
で
地
下
水
保
全
も
さ
れ

て
い
る
。

Q　

地
区
別
構
想
に
お
け
る
「
良
好

な
農
地
の
保
全
」
と
は
何
か
。

A　
「
守
る
べ
き
農
地
ゾ
ー
ン
」
に

区
分
す
る
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用

地
等
を
保
全
す
る
こ
と
で
あ
り
、
保

全
の
方
針
と
し
て
は
、
農
業
基
盤
の

維
持
・
強
化
を
図
り
な
が
ら
保
全
に

取
り
組
み
、
農
地
の
大
規
模
化
や
生

産
性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

Q　

本
制
度
の
実
績
で
は
、
菊
陽
北

小
校
区
で
８
７
６
棟
が
建
築
さ
れ
て

い
る
。
面
積
１
１
２
８
ha
（
町
地
面

積
の
約
30
％
）
の
大
部
分
が
市
街
化

調
整
区
域
で
あ
る
。

　
菊
陽
南
小
校
区
は
面
積
１
３
３
６

ha
（
町
面
積
の
約
６
％
）
で
全
域
が

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、
１
９
７

棟
が
建
築
さ
れ
て
い
る
が
、
北
小
校

区
の
約
４
分
の
１
で
あ
る
。

　
改
正
前
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
か
ら

約
20
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
県
道

曲
手
小
山
線
（
通
称
国
体
道
路
）
が

白
水
台
地
の
東
西
を
貫
い
た
の
み

で
、
全
く
変
化
し
て
い
な
い
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
特
例
的

に
、
町
が
５
年
間
位
を
目
途
に
南
小

校
区
を
変
え
て
い
く
気
持
ち
で
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
如
何

考
え
る
か
。

A　

こ
れ
ま
で
は
、
町
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
実
行
が
伴
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
新
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

南
小
校
区
を
道
路
整
備
と
併
せ
て
集

住
ゾ
ー
ン
と
位
置
づ
け
、
そ
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

Q　

町
主
催
の
講
座
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
の
講
師
謝
礼
金
支
払
基
準

訓
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事

だ
が
、
講
師
謝
礼
金
は
当
時
の
ま
ま

で
一
回
当
た
り
５
０
０
０
円
で
あ

る
。

　
時
期
的
に
値
上
げ
が
必
要
で
あ
る

と
思
う
が
如
何
思
う
か
。

A　

講
師
の
方
よ
り
も
見
直
し
に
つ

い
て
相
談
が
あ
っ
て
お
り
、
各
セ
ン

タ
ー
長
で
構
成
の
会
議
で
協
議
を
し

て
い
る
。

　

賃
金
等
の
上
昇
も
あ
り
、
近
隣
自

治
体
の
状
況
を
注
視
し
検
討
を
進
め

る
。　

Q　

自
主
講
座
へ
の
補
助
は
考
え
て

い
る
か
。

A　

考
え
て
い
な
い
。

（
要
望
）　

近
隣
自
治
体
は
講
座
の
補

助
者
へ
の
半
額
支
払
い
や
交
通
費
を

出
す
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
菊
陽
町
よ
り

も
一
歩
講
師
の
事
を
考
慮
し
た
謝
礼

体
系
で
あ
る
。
す
ぐ
に
謝
礼
金
値
上

げ
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
も
ら
い
た

い
。

Q

A

農地の保全と集落地内開発制度との整合性は
指定区域は基盤整備済農地など農振農用地を含まないエリアとなっている

布
ふ

田
た

  　悟
さとる

 議員

町
内
各
セ
ン
タ
ー
講
座
の
講
師

謝
礼
金
に
つ
い
て

南小校区　将来構想図
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Q　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
後
の
中
学
生
以

下
限
定
で
、
大
広
間
を
宿
泊
施
設
に

す
る
こ
と
で
の
売
り
上
げ
増
加
に
対

す
る
町
の
考
え
は
。

A　

県
内
外
か
ら
多
く
の
来
館
者
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
検
討
材
料
の
一

つ
と
し
て
考
え
た
い
。

Q　

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
人
工
芝
に
す

る
こ
と
で
、
年
中
イ
ベ
ン
ト
が
可
能

と
な
り
青
少
年
の
交
流
の
場
に
な
る

と
考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

A　

整
備
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

こ
と
、多
目
的
利
用
を
さ
れ
て
お
り
、

競
技
に
偏
ら
な
い
全
体
へ
の
配
慮
が

必
要
。
人
工
芝
へ
の
転
換
は
困
難
で

あ
る
。

Q　

区
画
整
備
事
業
に
よ
り
下
水
道

処
理
量
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

流
域
処
理
場
の
処
理
能
力
は
大
丈
夫

か
。

A　

北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の
障
害

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　

上
水
道
の
整
備
は
水
道
企
業
団

が
行
う
と
思
う
が
、
そ
の
整
備
費
用

は
町
が
負
担
す
る
の
か
。

A　

今
後
、
大
津
菊
陽
水
道
企
業
団

と
協
議
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Q　

町
道
南
方
大
人
足
線
か
ら
県
道

瀬
田
竜
田
線
ま
で
の
延
伸
計
画
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

A　

令
和
9
年
度
に
都
市
計
画
決

定
、
令
和
10
年
度
の
事
業
認
可
を
目

指
し
て
事
業
に
取
り
組
む
。

Q　

道
路
を
造
る
際
、
雨
水
の
問
題

が
出
る
と
思
う
が
、
町
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

A　

周
辺
地
域
へ
の
影
響
が
な
い
よ

う
な
形
で
、
関
係
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
計
画
を
し
て
い
く
。

Q　

町
道
中
尾
線
歩
道
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

A　

現
在
、
用
地
交
渉
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
年
度
末
の
工
事
完
了
に

向
け
て
今
後
進
め
て
い
く
。

仮
称
原
水
駅
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
に
お
け
る
上
下
水
道
整

備
計
画
に
つ
い
て

道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

さんふれあの大広間

スポーツ交流会の様子

（仮称）原水駅周辺土地区画整理事業

中尾線歩道整備予定地（画面右側） 今後開発予定の久保田台地

Q

A

さんふれあを有効利用することで売上増へ
大規模改造を進めるなかで宿泊機能も検討する

佐
さ

藤
とう

  竜
たつ

巳
み

 議員
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各常任委員会のメンバー紹介と事業のポイント

　６月定例会で委員会構成が変わりましたので紹介します。
　常任委員会は、町の施策（議案）に対し、これをただし、それと併せて、議論を活発化させ、
町の発展、議会運営がスムーズに行くための重要な委員会です。

常任委員会の役割

西本　友春

上田　茂政

岩下　和高

甲斐　榮治

大久保　輝

鬼塚　　洋

後列 左から 

前列 左から 

藤本　昭文

坂本　秀則

佐々木理美子

矢野　厚子

馬場　㓛世

後列 左から 

前列 左から 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

中岡　敏博

布田　　悟

佐藤　竜巳

小林久美子

廣瀨　英二

吉村　恭輔

後列 左から 

前列 左から 

経
済
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

大
久
保　

輝

抱
負

　

町
民
の
声
に
寄
り
添
い
、
安
全
・
安
心
な
町

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
で
の
委
員
会
は
、
３
月
に
議
決

さ
れ
た
令
和
７
年
度
当
初
予
算
の
内
容
に
つ
い

て
質
疑
を
行
っ
た
。

令
和
７
年
度
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

総
務
部

・
公
用
車
管
理
デ
ジ
タ
ル
化

・
４
月
よ
り
「
消
防
団
応
援
の
店
」
を
開
始

・�

防
災
行
政
無
線
の
個
別
受
信
機
を
高
齢
者
へ

貸
与

・�

東
部
町
民
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
工
事
設
計

業
務

住
民
生
活
部

・�

行
か
な
い
窓
口
の
推
進
。
６
月
１
日
か
ら
コ

ン
ビ
ニ
交
付
の
手
数
料
を
10
円
に
す
る
。

委
員
長　

矢
野　

厚
子

抱
負

　

議
員
７
年
目
で
、
初
め
て
の
委
員
会
で
す
。

　

新
た
な
課
題
と
向
き
合
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

健
康
福
祉
部

・
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
導
入

　

�

ス
マ
ホ
で
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
・

成
長
記
録
・
情
報
発
信
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

機
能
に
活
用
。

教
育
委
員
会

・�

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化

の
開
始

　

�

町
外
へ
通
う
児
童
・
生
徒

に
も
対
応
、
町
外
か
ら
通

う
場
合
は
有
料
。

　

�

ま
た
、不
登
校
の
子
ど
も
、

長
期
欠
席
児
童
に
対
し
て

も
補
助
金
を
支
払
う
。

委
員
長　

廣
瀨　

英
二

抱
負

　

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
、
渋
滞
緩
和
対

策
を
積
極
的
に
提
案
・
推
進
し
て
い
く
。

令
和
７
年
度
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

都
市
整
備
部

・
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

・�

原
水
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理

　

事
業

・�

下
水
道
事
業
経
営
戦
略

・�

Ｊ
Ｒ
新
駅
整
備
な
ど　

産
業
振
興
部

・
担
い
手
・
新
規
就
農
者
育
成

・
Ｊ
Ａ
菊
池
人
参
選
果
場
利
用
料
支
援

・
特
産
品
の
開
発
・
販
売
促
進

・
企
業
誘
致
の
推
進
な
ど

空港線　現地視察

総
務
住
民
生
活
常
任
委
員
会
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菊陽町議会だよりに関する　アンケート調査結果 調査期間：６月30日～７月31日
回答総数341人

【男女別 ・世代別】

1

5

4

34

9

55

27

44

35

23

30

35

39

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

145

196

【お住まい】

菊陽町内 菊陽町外

291

50

【広報誌の視聴状況】

毎回読んでいる 時々読んでいる
読んだことがない 存在自体知らない

164
147

23

7

興味がある記事がなかった
Tea Time

議長・議会スケジュール
まちで活躍する人

研修報告
委員会報告

一般質問
定例会・臨時会
予算・決算報告

4

21

9

81

43

97

250

87

93

0 50 100 150 200 250 300

【興味ある記事】

アンケート調査にご協力を頂きました皆様、大変ありがとうございました。

皆様から頂きました貴重な意見に対し、改善できるものに対しては積極的に取り組んでま
いります。今後も機会あるたびにアンケートを実施して町民の皆様のご意見を承りたいと
思いますので、ご理解とご協力をよろしくお願い致します。
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菊陽町議会だよりに関する　アンケート調査結果

・文字を大きくし、イラストや写真で目に訴えて分かるように
・一般質問、委員会での質問の進捗状況を報告してほしい
・議会開催から発行までの期間を短くしてもらいたい
・紙ベース以外のデジタルやスマートホンでも見れるように
・議員一人一人の活動状況をシリーズ化し掲載してほしい
・議員を身近に感じてもらうために、議員インタービューのページを設けたら
・日頃の議員活動記録及び議会以外の活動を掲載したらどうか
・町の人の写真やコメントがあると良いと思う
・�一般質問の記事構成は人により格差があり、読みづらいものがあるために統一した方が
良いと思う
・�「手に取ってもらえる議会だより」としておしゃれなデザインの表紙やキャッチコピー
があると、若い人にも興味を持ってもらえる

【頂いた主な意見】

町の財政
町の政策
議会・議員の活動

24

188

129

傍聴したことがある
傍聴したいが日程が合わない
傍聴したことがない

96

44

201

ライブ中継の配信は必要
将来的には必要
ライブ中継の配信は必要ない

147

152

42

【今後取り上げてもらいたい記事】 【町議会の傍聴】 【ライブ中継】

積極的に参加したい
たまには参加したい
参加しない

53

224

64

定例会毎に年４回の開催
年２回の開催
年１回の開催

62

95

120

【議会と町民との意見交換会】 【意見交換会の開催頻度】
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日付 事業・イベント名 主催者
４月１日～４日 公文書押印　　　　　　　　

４月２日
地域高規格熊本環状道路建設促進期成会（会計監査） 熊本市長
白川改修促進期成会（会計監査） 熊本市長
議会改革推進特別委員会 委員長

４月３日 小牧副町長　政策協議
４月４日 国土交通省（東京）要望活動 菊陽町
４月７日～11日 公文書押印

４月９日
菊陽町立菊陽西小学校　入学式 菊陽町立菊陽西小学校
菊陽町立菊陽武蔵ケ丘中学校入学式 菊陽町立菊陽武蔵ケ丘中学校
なかよし保育園拡張要望書　受領式 中代区長

４月11日 菊陽町福祉センター緞帳寄付に係る感謝状贈呈式（町建設業協会
へ）

４月14日 菊陽町商工会青年部　総会・懇親会（来賓挨拶） 菊陽町商工会青年部
政務活動費チェック

４月14日～18日 公文書押印
４月15日 JA菊池　人参選果施設整備　起工式 菊池地域農業協同組合
４月16日 令和７年度　保護司会菊陽支部総会（来賓挨拶） 保護司会菊陽支部

４月17日 議員互助会　総会資料検討
政務活動費チェック

４月18日 パワーポイント研修

４月21日
臨時会 菊陽町
全員協議会 菊陽町議会
令和７年度　議員互助会総会 菊陽町議会

４月21日～23日 公文書押印
４月22日 菊陽町造園協会総会（来賓挨拶）
４月23日 令和７年度菊陽町更生保護女性会　総会（来賓挨拶） 菊陽町更生保護女性会

４月24日 熊本県・県議会・自民党県連へ要望活動 熊本県町村議長会理事会
菊陽町建築業組合総会（来賓挨拶） 菊陽町建築業組合

４月26日 白川「緑の区間」竣工式 熊本県・熊本市・国交省

４月28日 公文書押印
議会改革推進特別委員会 議会改革推進特別委員会

４月30日～５月２日 公文書押印
５月１日 津久礼交番開所記念式典 大津警察署
５月３日 憲法フォーラム
５月７日～９日 公文書押印
５月８日 菊陽町商工会　後藤会長来庁対応
５月10日 菊陽町地域女性の会総会（来賓挨拶） 菊陽町地域女性の会
５月11日 佐藤孝子健康教室35周年記念発表会 佐藤孝子健康教室

５月12日 公文書押印
菊陽町文化協会定期総会（来賓挨拶） 菊陽町文化協会

５月14日 公文書押印
大津地区防犯協会（会計監査） 大津地区防犯協会

５月15日 菊池地域市町議会議長・事務局長合同会議 菊池地域市町議会議長会
５月16日 公文書押印
５月18日 武蔵ケ丘中学校　体育大会 武蔵ケ丘中学校
５月19日 下水道事業説明会 熊本県
５月19日～21日 公文書押印
５月20日 青少年健全育成町民会議　総会 青少年健全育成町民会議
５月21日 菊陽町商工会　工業部会総会
５月22日 菊陽町商工振興協同組合　総会（来賓挨拶） 菊陽町商工振興協同組合
５月23日 熊本県町村議会議長会　理事会 熊本県町村議会議長会
５月25日 菊陽西小学校　運動会 菊陽西小学校

５月26日 令和７年度菊陽町商工会通常総会（来賓挨拶） 菊陽町商工会
公文書押印

５月27日 令和７年度全国町村議会議長・副議長研修会（東京にて） 全国町村議会議長
５月28日 熊本県選出の国会議員へ要望（東京にて） 熊本県町村議会議長会
５月28日～30日 公文書押印

５月29日 国道57号整備促進期成会　総会 国道57号整備促進期成会
中九州・地域高規格道路推進期成会　総会 中九州・地域高規格道路推進期成会

５月30日 菊陽町防災会議 菊陽町

５月31日 福祉センター完成記念芸能大会（来賓挨拶） 菊陽町文化協会　菊陽町老人クラブ
連合会

高校総体（剣道）

●議長の公務記録

議会の活動状況
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●議長の公務記録
日付 事業・イベント名 主催者

６月２日 菊陽町飲食業同業組合　総会（来賓挨拶） 菊陽町飲食業同業組合
６月２日～６日 公文書押印

６月３日 熊本県町村議会議長会研修会
熊本県町村議会議長会　臨時総会 熊本県町村議長会

６月４日 令和７年第２回定例会　開会 町長
全員協議会 議長

６月５日 令和７年第２回定例会　一般質問 町長
６月６日 令和７年第２回定例会　一般質問 町長
６月７日 熊本県商工会青年部連合会城北地区大会 熊本県商工会青年部連合会

６月９日 令和７年第２回定例会　一般質問 町長
菊陽町―JASM　チャリティーイベント（来賓挨拶） 菊陽町、JASM

６月９日～12日 公文書押印
６月10日 令和７年第２回定例会　一般質問 町長
６月11日 文教厚生常任委員会 文教厚生常任委員会
６月12日 菊池広域連合事務局来庁対応 菊池広域連合事務局

６月16日
公文書押印
令和７年第２回定例会　議案審議 町長
夢街光の森会　総会（来賓挨拶）

６月17日 菊池地域広域連合議会議員　定数調査検討特別委員会 特別委員会
九州地方整備局訪問 菊陽町

６月18日 菊陽町男女共同参画　「さんさんの会」総会　（来賓挨拶） 菊陽町男女共同参画さんさんの会

６月19日 公文書押印
令和７年度　菊池地域農業協同組合第36回通常総代会（来賓祝辞） 菊池地域農業協同組合　

６月20日 御田植祭 菊池地域献穀事業推進協議会
６月23日 公文書押印
６月24日 住まいのことならおまかせ隊総会（来賓挨拶） 住まいのことならおまかせ隊
６月25日 菊池郡・阿蘇郡議会議長会 菊池郡・阿蘇郡議会議長会
６月25日～27日 公文書押印
６月26日 熊本県町村議会議長会　
６月27日 くまモンアーバンスポーツパークデザイン発表セレモニー
６月30日 公文書押印

●議会運営委員会
日付 事業・イベント名 主催者

５月29日 議会運営委員会 議会運営委員長
５月30日 町防災会議 町長

●総務住民生活常任委員会
日付 事業・イベント名 主催者

５月23日 老連グラウンドゴルフ大会（議長代理）
６月11日 常任委員会

●文教厚生常任委員会
日付 事業・イベント名 主催者

6月11日 常任委員会 　
6月28日 社会福祉協議会 社会福祉協議会

●経済産業建設常任委員会
日付 事業・イベント名 主催者

５月15日
農業委員会
菊陽建設業協会総会（議長代理） 菊陽建設業協会

５月26日 商工会総会
５月30日 菊陽町防災会議
６月11日 常任委員会

●広報調査特別委員会
日付 事業・イベント名 主催者

４月18日 広報委員会（３月議会だより１校作成） 広報調査特別委員会
５月15日 広報委員会（３月議会だより２校作成） 広報調査特別委員会
５月27日 広報委員会（３月議会だより３校作成） 広報調査特別委員会
６月10日 広報委員会（３月議会だより最終校作成） 広報調査特別委員会
６月13日 広報委員会（６月議会だより紙面割） 広報調査特別委員会

議会の活動状況
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み
な
さ
ん
の
　傍
聴
を
　お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

議
会
か
ら
の
お
願
い

　議
会
だ
よ
り
取
材
の
た
め
、
腕
章
を
着
用
し
た
議

会
の
広
報
委
員
が
写
真
撮
影
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

Ｔｅａ Ｔｉｍｅ

　
　発
行
責
任
者 

 

　
　

 

議
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福
島

　知
雄

　
　
　
　編
集
者委 

員 

長      

廣
瀨

　英
二

副
委
員
長      

藤
本

　昭
文

委

　
　員      

西
本

　友
春

委

　
　員      

馬
場

　㓛
世

委

　
　員      

吉
村

　恭
輔

委

　
　員      

鬼
塚

　
　洋

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
春
夏
秋
冬
の
四
季
は
季
節
感
が
無
く
な
り
冬
と
夏

の
二
季
に
な
っ
た
の
か
、人
の
体
温
よ
り
高
い
気
温
、

異
常
気
象
が
当
た
り
前
の
よ
う
で
す
。

　
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

　
梅
雨
明
け
が
平
年
よ
り
早
く
な
り
、
降
水
量
も
少

な
く
今
後
、農
作
物
へ
の
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

令
和
の
米
騒
動
が
あ
り
、
備
蓄
米
が
放
出
さ
れ
、
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
関
税
引
き
上
げ
が
要
求
さ
れ
、

農
産
物
を
貿
易
の
取
引
材
料
に
し
な
い
と
か
。

　
農
家
の
手
取
り
が
増
え
な
け
れ
ば
、
米
作
り
は
続

け
ら
れ
ま
せ
ん
。生
産
者
の「
米
価
」と
消
費
者
の「
値

ご
ろ
感
」
に
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
、
こ
こ
は

政
治
の
出
番
で
し
ょ
う
。（
高
い
時
だ
け
報
道
し
な

い
で
安
い
時
も
報
道
し
て
よ
）

　
良
く
も
悪
く
も
消
費
者
の
農
家
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
食
料
は
命
の
源
、
秋
の
豊
作
を
祈

る
ば
か
り
で
す
。

津久礼交番です、よろしくお願いします！

馬
場
　
㓛
世

　津久礼交番は、昭和47年12月に津久礼駐在所として設立
され、平成12年３月に建物が新設、平成22年４月からは勤
務員を複数にして、地域に根ざした活動を行って参りまし
た。

　近年、半導体関連企業の集積等により、菊陽町の生活環
境及び道路環境が大きく変化するなか、住民の皆様の安心
安全な生活を確保するため、このたび、津久礼駐在所の体
制を強化し、令和７年３月31日から津久礼交番として運用
することとなりました。
　
　建物等は既存の施設をそのまま使用しておりますが、交
番化したことにより、
　　○　�24時間運用による夜間のパトロールや事案処理能

力の強化
　　○　�光の森交番の管轄の一部を移管による交番の受け

持ち世帯数の最適化
　　○　児童の通学路警戒の強化
などが図られ、津久礼交番の開所以降、菊陽町における刑
法犯認知件数、交通事故件数ともに減少傾向で推移するな
ど、一定の効果が現れているところであります。

　また、事件・事故の対応やパトロールのほか、
　　○　困りごとの相談
　　○　落とし物の預かりや返却
　　○　ミニ広報誌の作成
　　○　地域の行事への参加
なども行っていますので、困ったときには、いつでも交番
を訪ねてきてください。
　私たちは、これからも菊陽町の皆さんの期待と信頼に応
えるべく、交番員一同、力を合わせ、職務に邁進していき
ます。

　大津警察署　津久礼交番
　　☎096－294－0110（内線521）

交番開所式の様子

交番勤務員

交番前での立番
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